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	特定非営利活動法人　シアタープランニングネットワーク
	

	 １　事業の成果

平成30年度は、いまや看板となったホスピタルシアタープロジェクト2018を、全日本社会貢献団体機構の助成によって実施しました。「白い本のなかの舞踏会」は、初めてバレリーナの参加を得て、さらにクオリティの高い作品づくりをめざすことができました。東京新聞等の報道、またＴＹＡインクルーシブアーツフェスティバルへの参加を通して、プロジェクトの意味・意義を、広く知らしめることができたと確信しております。リピート参加の子どもたちも多く、その反応の変化や成長を見るにつけ、プロジェクトの継続の必要性を認識しています。
　ささやかな関与ではありますが、ジョイントフェスティバル愛知への通訳としての参加、北海道演劇財団の「ハンナとハンナ」リーディングへのサポート等、当法人にしかできない、地域とのかかわりを今後も大切にしていきたいと願っています。
　また、これまで20年にわたり、交流の支援を行ってきた日本俳優連合とその国際組織Federation of Inter-

national Actorsの事業については、悲願の東京での理事国会議ならびに国際シンポジウムの開催をもって、そのかかわりを終了となりました。
　調査研究として、念願の『子どもという観客Young Audience』（著：マシュー・リーズン）の出版にこぎつけました。子どもについて、世界で初の観客論であり、財政的には少しばかり重い負担となっておりますが（出版社の都合により、出版が遅れたことにより、助成金を失うこととなりました）、大切に育てていきたいと考えています。
　機関誌「シアター＆ポリシー」は年度末には通巻第113号を数えるに至りました。地道な活動に対し、多くのご支援を頂いております。
２　事業の実施に関する事項

 （１）特定非営利活動に係る事業

	
	事業名
	事　業　内　容
	実　施

日　時
	実　施

場　所
	従事者

の人数
	受益対象者

の範囲及び

人数
	事業費の

金額

（千円）
	

	
	舞台芸術の福祉分野における普及にかかる事業
	ホスピタルシアタープロジェクト2018の主催。

多感覚演劇『白い本のなかの舞踏会』創造と巡演、
公演回数12回
	2018年12月～2019年1月
	シャロームみなみ風、島田医療センターはちおうじ、オリンピックセンター、コミュニティカフェななつのこ。
	アーティスト、スタッフら18名
	鑑賞家族数65組、
見学者40名
	1996
	

	
	舞台芸術の国際化、国際交流にかかる事業
	ジョイントフェスティバル愛知　通訳支援
	2018年8月
	愛知、岐阜、
滋賀
	　1名

	参加者
約400名
	71

	

	
	舞台芸術の国際化、国際交流にかかる事業
	北海道演劇財団「ハンナとハンナ」リーディングプログラムへの支援
	2019年1月
	　札幌市
	　2名
	参加者6名
	82
	

	
	翻訳・文章の作成・支援にかかる事業
	日本俳優連合のコレスポンダンスならびに翻訳・文章作成
	通年／9月
	事務所／東京
	2名
	不特定多数
	660

	

	
	調査研究
	『子どもという観客』出版事業
	通年／9月
	事務所
	1名
	不特定多数
	567
	

	
	ニュースレターおよび報告書の発行
	機関誌「シアター＆ポリシー」（A4判、8頁）の隔月の編集・発行
	隔月
	事務所
	8名
	定期購読者

220名

ネットでの閲覧者　不特定多数
	　　
162
	


